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令和７年度木津川市公共下水道事業会計予算 

 

 （総則） 

第１条 令和７年度木津川市公共下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

 （業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）排水戸数               ２９，３００戸 

（２）年間総排水量          ７，０６５，０００㎥ 

（３）１日平均排水量            １９，３５６㎥ 

（４）主要な建設改良事業 

   ①管渠面整備事業 

   ②施設更新事業 

   ③流域下水道建設費負担事業 

 

 （収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 収入 

 第１款 下水道事業収益       ２，５３９，２０５千円 

  第１項 営 業 収 益       １，１８２，５６８千円 

  第２項 営業外収益       １，３５６，６３６千円 

第３項 特 別 利 益               １千円 

 

 支出 

 第１款 下水道事業費用       ２，５３９，２０５千円 

  第１項 営 業 費 用       ２，４１８，６８４千円 

  第２項 営業外費用         １１７，１７１千円 

第３項 特 別 損 失             ３５０千円 

  第４項 予 備 費           ３，０００千円 

 

 （資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本

的支出額に対し不足する額４９１，８８８千円は、過年度分損益勘定留保資金２５８，

１１９千円及び当年度分損益勘定留保資金２３３，７６９千円で補てんするものとす

る。） 
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 収入 

 第１款 資本的収入         １，２０８，１００千円 

  第１項 企 業 債         ６６３，６００千円 

  第２項 他会計出資金          ３９，６３０千円 

  第３項 他会計補助金          ９３，２７０千円 

  第４項 国庫補助金         ４１１，６００千円 

 

 支出 

 第１款 資本的支出         １，６９９，９８８千円 

  第１項 建設改良費       １，１４６，３７０千円 

  第２項 企業債償還金         ５５２，２１８千円 

  第３項 国庫補助金等返還金        １，４００千円 

 

 （企業債） 

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定め

る。 

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法 

公共下水道

事業 
395,800千円 

 

証書借入 

又は 

証券発行 

 

年４．０％

以内（ただし、

利率見直し方

式で借り入れ

る資金につい

て、利率の見

直しを行った

後 に お い て

は、当該見直

し後の利率） 

 政府資金について

は、その融資条件によ

り、銀行その他の場合

にはその債権者と協定

するところによる。 

 ただし、企業財政の

都合により据置期間及

び償還期限を短縮し、

又は、繰上償還若しく

は低利に借換すること

ができる。 

流域下水道

事業 
267,800千円 

計 663,600千円 ― ― ― 

 

 （一時借入金） 

第６条 一時借入金の限度額は、５００，０００千円と定める。 

 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定
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める。 

（１）下水道事業費用 営業費用と営業外費用 

 

 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用

し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけれ

ばならない。 

（１） 職員給与費           ９７，３１１千円 

 

 （他会計からの補助金） 

第９条 公共下水道事業に助成するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、

１７４，０８８千円である。 

 

 令和７年２月２５日提出 

 

                      木津川市長  谷口 雄一 
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重要な会計方針に係る事項に関する注記    

 

１ 重要な会計方針に係る事項 

   

（１）固定資産の減価償却の方法 

・有形固定資産 

定額法により減価償却を行う。 

主な耐用年数  建物        ５０年 

構築物       １０年～５０年 

機械及び装置    ６年～３０年 

工具器具及び備品  ４年～１５年 

・無形固定資産 

定額法により減価償却を行う。 

主な耐用年数  施設利用権     ３８年 

 

（２）引当金の計上方法 

・退職給付引当金 

市長と締結した「公営企業職員の退職手当に係る取扱いに関する

覚書」に基づき、引当金は計上していない。 

 

・賞与等引当金・法定福利費引当金 

職員の期末手当及び勤勉手当の支給とそれらに係る法定福利費の 

支出に備えるため、当年度末における支給見込み額に基づき、当年 

度の負担に属する額（１２月から３月までの４か月分）を計上して 

いる。 

 

・貸倒引当金 

債権の不納欠損による損失に備えるため、回収不能と見込まれる 

額を計上している。 

 

（３）消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。 
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２ 予定キャッシュ・フロー計算書に係る事項 

 

予定キャッシュ・フロー計算書の作成方法 

作成方法は、間接法により作成する。 

 

 

３ 予定貸借対照表等に関する事項 

 

（１）企業債に関する事項 

貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算 

して１年以内に償還予定のものも含む）のうち、他会計が負担すると 

見込まれる額は、３，３６８，３５９千円である。 

 

（２）引当金の取崩し 

貸倒引当金を取り崩す場合、取り崩す額を貸倒引当金から減額し、 

同額を未収金から減額する見込みである。 

また、翌年度６月に賞与等引当金から７，６３１千円を取り崩し、 

賞与等を支払う見込みである。 

 

４ セグメント情報 

 

セグメントの概要 

木津川市公共下水道事業会計では、公共下水道事業の単一セグメント 

のため、記載を省略している。 

























（単位：千円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

　　　当年度純利益（△は純損失） 412

　　　減価償却費 1,399,580

　　　固定資産除却費 11,110

　　　引当金の増減額（△は減少） △ 148

　　　長期前受金戻入額 △ 920,202

　　　支払利息 107,170

　　　未収金の増減額（△は増加） △ 3,190

　　　未払金の増減額（△は減少） 262,963

　　　　　小計 857,695

　　　利息の支払額 △ 107,170

　　業務活動によるキャッシュ・フロー 750,525

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　有形固定資産の取得による支出 △ 1,157,345

　　　無形固定資産の取得による支出 △ 243,709

　　　国庫補助金等による収入 411,600

　　　一般会計からの繰入金による収入 93,270

　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 896,184

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 663,600

　　　建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 552,218

　　　他会計からの出資による収入 39,630

　　財務活動によるキャッシュ・フロー 151,012

　資金増加額（又は減少額） 5,353

　資金期首残高 290,763

　資金期末残高 296,116

  令和７年度木津川市公共下水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで）
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（単位：千円）

１．

（１）下 水 道 使 用 料 1,055,600

（２）他 会 計 負 担 金 27,464

（３）そ の 他 営 業 収 益 916 1,083,980

２．

（１）管 渠 費 28,345

（２）処 理 場 費 124,979

（３）雨水幹線維持管理費 6,990

（４）普 及 指 導 費 300

（５）業 務 費 63,072

（６）総 係 費 71,108

（７）流域下水道維持管理費 668,695

（８）減 価 償 却 費 1,372,245

（９）資 産 減 耗 費 17,928 2,353,662

営　業　損　失 1,269,682

３．

（１）他 会 計 負 担 金 357,722

（２）他 会 計 補 助 金 143,457

（３）長 期 前 受 金 戻 入 881,000

（４）雑 収 益 423 1,382,602

４．

（１）
支 払 利 息 及 び
企 業 債 利 息

111,559

（２）雑 支 出 1 111,560 1,271,042

経　常　利　益 1,360

５．

（１）過 年 度 損 益 修 正 益 1 1

６．

（１）過 年 度 損 益 修 正 損 319 319 △ 318

1,042

2,414

3,456

営  業  外  費  用

特   別   利   益

特   別   損   失

当 年 度 純 利 益

前 年 度繰 越利 益剰 余金

当年度未処分利益剰余金

令和６年度木津川市公共下水事業会計予定損益計算書（前年度分）

（令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）

営   業   収   益

営   業   費   用

営  業  外  収  益
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期 間 金 額 期 間 金 額
国 庫
補 助 金

企 業 債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円

(1,014,800)
1,404,000

(9,000)
9,000

(10,956)
10,956

(1,034,756)
1,423,956

284,400

債務負担行為に関する調書

事　　項

前年度末までの
支払義務発生(見込)額

当該年度以降の
支払義務発生予定額

左の財源内訳

令和６年度木津川市公
共下水道加茂浄化セン
ターの建設工事委託に
関する協定
(日本下水道事業団委託)

木津川上流流域関連木
津川市公共下水道事業
計画変更業務

加茂浄化センター放流
水（全窒素・全リン）
測定業務

令和６年度 382,800 令和７年度 632,000 347,600

注：（　）内の数値は支出予定額　

10,956

限度額

合　　計 382,800 651,956 347,600 284,400 19,956

令和７年度
～

令和１１年度
10,956

9,000令和７年度 9,000

- 34 -


